
[bookmark: _GoBack]卒業生の皆さん、本日はご卒業　おめでとうございます。
○○小学校で過ごした日々も終わり、これから皆さんは大人への階段を上り始めます。

皆さんは「ミレー」という画家の「種を蒔く人」という絵をみたことがみたことがあるでしょうか。私はその種を蒔いている人の姿にこれからの皆さんの将来を重ね、イメージすることができます。

この小学校で過ごしてきた時期は、人生の基礎とも言える大切な自分だけの畑づくりに例えることができると私は思います。○○小学校に入学したての頃は、誰もが、まだ木々が生い茂ったままの野生の土地のようであり、未来に向かって大きな可能性を内包しつつも、まだ種を蒔けるような段階ではなかったでしょう。それから６年間、先生方に導かれ、友達と励ましあいながら、雑草を刈り、石を取り除き、水路を作り、畑を耕し、肥料を入れる。多くの工程を経て、いつしか自分だけの立派な畑ができあがったのではないでしょうか。

さあ、これから皆さんは夢に向かって種を蒔くことができます。どんな夢の種を蒔くのでしょうか。大きな夢もあれば、小さな夢もあるでしょう。慎重に選ばなくてはいけませんが、種を蒔かなければ芽は出てきません。どうか、この南部小学校で勉強したことを大切に皆さんの夢を自分の手で育てていってください。

保護者の皆さま、本日はお子様のご卒業おめでとうございます。あっという間の６年間ではなかったでしょうか。今日、節目の日を迎えられたことに、心からお祝いを申し上げます。また、長い間、ＰＴＡ活動にご協力いただき、ありがとうございました。

ご臨席の校長先生をはじめ先生方におかれましては、この６年間、子どもたちとの楽しい思い出もあれば、ご苦労もあったことと思います。先生方が卒業生の心の畑にそっと蒔いてくださった種はきっと子どもたちが大切に育ていつしか立派な花を咲かせることと思います。本当にありがとうございました。

地域の皆さま、本日は、お忙しいなか、ご列席いただきありがとうございます。日頃から子どもたちの心の畑に日の光を当て、水をかけていただいたおかげで立派に卒業することができます。この場をお借りしましてお礼を申し上げますとともに、これまでと変わらぬ優しさと厳しさで○○小学校の子どもたちをご指導いただきますよう、よろしくお願いいたします。
　
卒業生の皆さん。皆さんをここまで育て、守ってくれた、家族、先生、地域の人に感謝の気持ちを忘れないでください。一人一人が自分に蒔かれた種と自分の夢を大事にしていってほしいと思います。

　皆さんが将来、夢に向かって蒔いた種が綺麗な花を咲かせ、大きな果実になることを願い、私のお祝いの言葉とさせていただきます。

今日は本当におめでとう。

